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18世紀のフランス＝レヴァント貿易と国際金融（下）

ールー商会文書の為替手形－

深 沢 克 己

IV. レウeアン卜の商人と手形振出経路

すでに述べたように、ルー商会を中心とする手形引渡経路が集中的性格を

もち、資金移動の明瞭な輪郭を与えるのに対して、その振出経路はより多様で

分散的な性格を示し、未知の人名が次々に出現するために、問題ははるかに複

雑になる。しかしそれにもかかわらず、データの綿密な分析を通じて、この経

路の主要な特徴を再構成することができる。

まず図表14は、イスタンブル（およびブ／レサ）について、相対的に出現頻度の

高い振出経路を示している。①に列記したイスタンプル在住の振出入、すなわ

ちラザル・ダルマス商会、ジャン＝アンドレ・アンリ商会、ラサル、リクルフ

商会、ピエトロ・ヴアツサーロ兄弟＆息子社は、相互に無関係な寄せ集めに過

ぎない。このうち前三者はルー商会の取引先であり、特にジャン＝アンドレ・

アンリ商会が手形の買取や裏書に重要な役割を演じたことは、すでに観察した

とおりである。この事実は一見して、「振出手形」と「引渡手形Jとの区別を強

調する本稿の観点、に矛盾しているように思われる。しかしとの場合、イスタン

プルの商人は、ルー商会に送金する目的で、現地市場で手形を購入する代わり

に、自らの債権に基づいて手形を掠出す方法を用いている。すなわち振出人は

買取人の機能を兼ね、自らルー商会またはその代理商を受取人に指定するので、

彼は振出側と買取側の双方に属することになる；）これに対して最後のピエト

ロ・ヴアツサーロ兄弟＆息子社は、ルー商会とは取引がなく、その手形は市場
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での売買を通じて後者に引渡されている。

これらの手形の支払人は、その大多数がマルセイユ商人である。比較的よく

現われる人名の中には、ジャン＝ジョアシャン・スリアン末子やジョゼ、フニフ

ランソワ・マジャストルのように、 18世紀マルセイユを代表する富裕な商人家

系が含まれる。｝ラザル・ダノレマス商会が、トゥロンのムテル兄弟社やリヴォJレ

ノのアントニオ二フランチェスコ・サルツチ＆息子社に宛てて数枚の手形を振

出したのは、むしろ例外的な場合である。またピエトロ・ヴアツサーロは、名

前から判断してイタリア人と思われるが、大多数の手形をマルセイユ商人ラフ

レシュ、ラフィネスク商会に宛てて振出している。

続いて②は、 1780年代後半にイスタンプルからブlレサに移動したオぜ系商社

の事例を示す。この商社は最初はオゼ、兄弟＆パステュレル社を名乗り、後にオ

ゼ兄弟、パステュレJレ＆タ。ヴィド社に商号を改め、間もなく活動の場をイスタ

ンプルから旧首都プルサに移し、最後にはフランソワ・オゼ、アノレル商会の名

で現われる。彼らは明らかにフランス人であるが、ノレー商会との取引関係はな

く、その手形はイスタンプル市場での売買と裏書を通じて、最終的にルー商会

に引渡きれる。主要な手形支払人はマlレセイユ商人フランソワ・オぜおよびレ

ノ兄弟社である。

要するにイスタンプル（およびプルサ）からの振出経路の大部分は、ルー商会

との取引関係の有無にかかわらず、マルセイユに集約されるプランス商業回路

に属する。イスタンフ、ルの振出人は合計30名を数えるが、そのうち22名（73%)

がフランス人であり、したがってこの市場では振出経路と引渡経路との聞に目

立った講離は認められない。

これに対して、イズミルからの振出経路はより広い多様性を示す。その一部

は同様のフランス商業回路に属するが、他の一部はそこから分離して、異なる

商業ネットワークを構成するからである。まず図表15は、イズミルからのフラ

ンス宛手形の振出経路を表す。①に列記した振出人はいずれもルー商会の取引

先であり、主要な手形買取人としてすでに名前を引用している。前三者のガラ

ヴァク＆キュソン社、カイヨノレ、キュソン商会、カイヨル商会は継承された同
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ーの商社であり、ルー商会を支払人とする手形を多く振出している点に特徴が

ある。これはJレー商会自身を支払側に位置させる例外的な場合であり、時期的

には1785年以前に限られている。他の支払人もすべてマルセイユ商人であり、

ガラヴアク系のラティ兄弟社、西南ドイツ出身のプロテスタント商人ジャン＝

ジャック・キックなどが含まれる。これに比べてマルタン＆ルプール社とポリ、

トルネジ商会による振出手形の事例は少なく、ギヨーム・ lレヴィエ＆ヴォトレ

社やエティエンヌ・マルタンzの他のマノレセイユ商人に宛てて数枚の手形を振

出したに留まる。後二者の事例は、イスタンフ‘ル代理商の場合と同じ方法が、

イズミルでも時に用いられたことを証明するに過ぎない。

次に②の商人たちは、ルー商会とは直接に取引のない一群の振出人を代表す

る。 A・シャポー商会はパラール、リュラン、シャルトン商会その他の支払人

に、ヴィクトル、ミシ玉ル商会はもっぱらシャナール商会に、ジャン＝パテイ

スト＝ベルナール・ロボリはマジャストル兄弟商会に宛ててそれぞれ手形を振

出している。これらの支払人は、ジュネーヴ出身のプロテスタント商人ノTラー

ル、リュラン、シャルトン商会連｝含めて、すべてマルセイユ商人である。ニコ

ラ＝プレーズ（またはニッコロ＝ビアージョ）・ドラガリッツァが、ジョセフ＝

フランソワ・マジャストルの他にリヴォ1レノ商人ジョヴァンニ・カンビアーゾ・

ディ・ドメニコに宛てて若干の手形を振出したのは、例外的な事例に属する。

しかし以上に代表的人名を挙げたフランス宛振出経路は、イズミルから発送

される手形の一部を吸収するに過ぎない。イズミルの振出人は合計125名を数え

るが、そのうちフランス人と見倣されるのは31名（25%）であり、振出された手

形294枚のうち104枚（35%）のみが彼らの署名を帯びている。それゆえイスタン

プルの場合とは異なって、イズミルからの振出経路ではフランス人は少数派に

属し、さまざまな「外国人」が多数を占める。前述した手形流通空間の国際的

性格は、後者の商業回路の広がりに起因する。

図表16に示された二組の人物群は、このヨーロッパ宛手形の振出経路を構成

する最も有力な商人集団を表している。とりわげ①のクlレムシ系商社は出現頻

度の高さで際立つており、イズミル為替市場におけるその役割の重要性を推定
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させる。列記された商号のうち最初の四つ、すなわちクlレムシ＆パルタッジ社、

クルムシ、パlレタッジ商会、クルムシ、パルタッジ、ペラキ商会、およびクル

ムシ、ペラキ商会はその名称から明らかなように、 1771年から1789年まで継承

された同ーの会社である。この他にデメトリオ・ク／レムシ、ニコラ・パナヨテイ

商会、ミケツレ・クルムシ（商会）、ステファノ・クルムシが加わって合計32枚

の手形を供給している。言うまでもなく、それは彼らが振出した手形のほんの

一部に過ぎないはずであるが、しかしルー商会の現地代理商が、クルムシ系商

社の手形を「優良手形Jと見倣していたことは疑いない。研究の現段階では、

このクルムシ一族の出身や構成や活動については何もわからない。しかし多く

の点から判断して、彼らがイズミルを拠点とするギリシア商人の集団に属して

いたことは確実である。共同経営者ノすルタッジの名前は、独立にデメトリオ・

パルタッジ息子商会としても現われるが、彼らは19世紀前半にマルセイユに移

住して、ロシア産小麦貿易を営んだ同名のギリシア商人とおそらく同じ家系で

あろう。またもう一人の共同経営者ニコラ・パナヨティは、 18世紀末以降キプ

ロス島やリヴォルノで活動した同名のギリシア商人家系の一員だった可能性が

ある。

クルムシ系商社の手形のうち20枚はオランダ宛、 10枚はイタリア宛、 2枚は

オーストリア宛に振出されている。支払人リストの筆頭に挙げたアムステノレタ。

ムのトマサキ商会（最初の一度だげトマサキ、アナスタッシ商会の名で現われ

る）は、名前から判断しておそらくギリシア人であるが、合計15枚の支払人とし

て現われる。これに比べれば、ロッテルダムのハルトーフト、スピーケルマン

商会、リヴォルノのガブリエッロ・ディ・サルヴァドーレおよびジョヴァンニ＝

カルロ・ジエーラ、ジェノヴァのフランチェスコ＝マリア・ジエーラ＆息子社、

トリエステのギリシア商人ゲ、オルギ、オ・カキコプツロ商会は、それぞれ2～3

枚の支払人になっているに過ぎない。イズミルのギリシア商人とトマサキ商会

との密接な関係は明らかである。クルムシ系商社の他に、数名の振出人がトマ

サキ商会に宛てて手形を発行しているが、彼らの大多数、おそらくは全員がギ

リシア商人であり、その中にはプラッサカキ＆アヴィエリノ社（Prassacachiet 
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Avierino）やデメトリオ＆ニコーロ・ノTカトリ干土（Demetrioet Nicolo Bachatori) 

が含まれる。プラッサカキはキオス島の名門貴族の家系で、 18世紀に一部がイ

ズミルに移住して貿易を営み、さらに1816年以降はマルセイユにも商社を設立

して、トルコ産綿花やロシア産小麦の貿易を営んでいる。また盛衰の激しいイ

ズミルのギリシア人商業界において、パカトリは比較的長く、 19世紀初頭まで

事業を維持したことが知られている。

続いて②のマヴロゴルダト系商社もまた、ギリシア商人の有力な国際商業

ネットワークを表現する。最後の一社を除いて、列記した商号はすべてイズミ

ルの商社であり、 1787年から1789年までの 3年間に合計16枚の手形を供給して

いる。すなわちE・マヴロゴルダト＆ディアマンディ・ベトリキ社、ヨアンニ

ス・マヴロゴルダト、ヨアンニス・アナスタッシ商会、マヴロコ中ルダト、イサ

イア商会、ロイディ、マヴロゴルダト商会、ミケーレ・マヴロゴルダト、パオ

ロ・ディ・ C・マヴロゴルタゃト、ストラッティ・ニッコロ・マヴロゴルダト商

会は、ほぼ同時に活動した企業であり、相互の継承性はないと考えられる。最

後のパオロ・マヴロゴルダト商会だけがイスタンプルにあり、 1777-1780年に

3枚の手形を振出している。現状では、イズミ lレ、キオス島、イスタンプルに

足場をもっこの商人家系が、 18世紀初頭にオスマン帝国の宮廷通訳官を務めた

ギリシア人アレクサンドロス・マヴロコルダト（AlexandroMavrocordato）、

その息子でモルダヴィアとヴァラキアの支配者に任命されたニコラオス、およ

びギリシア独立戦争中に最初の大統領に選ばれたアレクサンドロス・マヴロコ

ルダトのような政治家とどのような関係にあったかは明らかでない。確実な

ことは、 18世紀末以降のイズミルのギリシア人商業界において、マヴロコゃルダ

ト系商社が卓越した地位を占め、 19世紀にはトリエステ、リヴォルノ、マ／レセ

イユに家族の一部が定住し、黒海からレヴァント、イタリア、オーストリアに

及ぶ国際貿易を営ん官事実である。

マヴロゴルダト系商社の手形のうち17枚はアムステルダム宛、わずか 2枚が

オーストリア宛に振出されている。支払人として重要なのはアムステルダムの

ステファノ・ディサイ商会(10枚）であり、ミケーレ・ファリエーロ商会とスタ
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マティ・ベトロ商会がこれに続く。ステブアノ・ディサイはイズミル出身のギ

リシア商人であり、早くも1760年代からアムステルタ。ムの現地代理商として、

郷里のギリシア商人と活発な取引を営んでいた。 19世紀初頭にイズミルで活躍

したマノリ・ディサイ（Manolid'lsay) ＆息子社は、彼の親族である。スタマ

ティ・ぺトロ商会が同じくギリシア人だ、ったことも確実である。またトリエス

テのデメトリオ・ディ・ジョヴァンニ商会、ウィーンのエコノモ兄弟商会につ

いても、同様の可能性が考えられる。イズミルのギリシア商人にとって、ステ

ファノ・ディサイがトマサキ商会と並ぶ重要な取引先だったことは疑いない。

マヴロゴルダト系商社の他に10名の振出人がディサイを支払人とする手形を発

行しているが、その過半数はジョヴァンニ＆アンドレア・プシカ社（Giovanniet 

Andrea Psicha）を始めとするギリシア人である。もしもとのイズミルのプシカ

社と、 1800年前後からイスタンブルを拠点、にペルシア貿易を営んだスタマ

ティ・プシカ、および彼の息子で1817年以降マルセイユに定住し、フランス繊

維製品の輸出に貢献したゲオルギオ・スタマティ・プシカとの関係が明確にな

れば、レヴアントとヨーロッパとを結ぶギリシア商人ネットワークを表現す

る興味深い一例になるだろう。ともあれトマサキ商会とステファノ・ディサイ

商会の二社だ砂で合計42枚、これにスタマティ・ペトロ商会の 4枚を加えれば、

三社でアムステルダム宛手形の60%を支払った計算になる。要するにクJレムシ

系およびマヴロゴルダト系商社に代表される「外国人Jの手形振出経路は、何

よりもまずギリシア人の掌握するイズミル＝アムステルダム商業・金融回路の

存在を浮かび上がらせる。

図表17は、以上の観察を補完し拡張する。③のラッリ系商社は、 1780ー1789

年の聞にラッリ、プシカ商会、ラッリ、ベトロコキノ、トマ商会、ラッリ兄弟

商会、ミケッレ・ラッリ商会、デメトリオ・テオドロ＆ラッリ兄弟社の商号で

現われ、相互の関係は明らかでないが、経営者はすべてギリシア人である。ラッ

リ家もまた、前出のプラッサカキ家と同様にキオス島の名門貴族の家系に属す

る。 18世紀末に彼らはイズミル屈指の商社を経営し、リヴォルノにピエトロ・

ラッリ商会を配置するが、さらに1816年にはパンディアおよびアウグスト・ラッ
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リ兄弟がマルセイユに移住し、同じくキオス島出身の商人パンタレオン・アル

ゲンティ（PantaleonArgenti)と共に合名会社を設立して、イズミルを本拠にイ

スタンプル、オデッサ、アレクサンドリア、トリエステ、ウィーン、リヴォル

ノ、マルセイユ、アムステルダム、ロンドン（“RalliBrothers”）に拠点、を拡大し、

1837年以降はペルシアのタブリーズに到達するキオス＝ギリシア商人の大国際

事業網を形成する。ラッリの名を記した数枚の為替手形は、彼らの勃興を示す

ささやかな証言に過ぎない。

これらの手形の支払人は四つの都市に分散し、明確な特徴は見出されない。

ここでは前出のステファノ・ディサイ商会に加えて、リヴ、オルノのギリシア商

人パオロ・ロドカナキ商会の存在に注目するに留める。ロッテルダム（デ・ブォー

へlレ兄弟社）とトリエステ（デメトリオ・カルキオティ）については、後に改めて

論じる。

これに対して、④は単純明快な振出経路を表している。 1789年の一年間に、

ゲオルギオ・ホメロおよびヨアンニス・ホメロ息子商会は合計6枚の手形を振

出しているが、それらの支払人は例外なくリヴォルノのぺトロコキノ＆ロドカ

ナキ社である。ゲオルギオ・ホメロ商会はギリシア独立戦争の勃発する時まで

イズミノレに存続し、マルセイユに移住した息子テオドロ・ホメロとの間で主に

羊毛貿易を営んだが、 1822年には父もマルセイユに亡命し、息子と共にホメロ

父子社を設立する。テオドロはマルセイユで革命的思想、の持ち主として知られ、

反乱と独立運動の熱烈な支持者だった。

支払人のペトロコキノとロドカナキは、いずれもキオス島出身のギリシア商

人であり、特にぺトロコキノ家は同島で最も古く高貴な「五大貴族J(Pentada) 

の家門に属していた。同郷のラッリ家およびアルゲンティ家の人々と協カして、

ペトロコキノ家の商人は18世紀末以降のイズミルで、少し後にはイスタンプル

でも商社を経営し、 1820年にはマルセイユに移住したミケーレ・ぺトロコキノ

が新会社を設立する。 1822年4月の有名な「キオス島の虐殺Jによって、ミケー

レは父と兄弟とを失うが、虐殺を免れた一族の人々は、同じ運命に襲われたプ

ラッサカキ家、ラッリ家、アルゲンティ家、その他多くの住民と同様に島を脱
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出し、まずトリエステに亡命した後にリヴォlレノやマルセイユに移住した。こ

の事件は、その直前にキプロス島とイズミlレで起きた類似の虐殺事件と共に、

ギリシア人の「離散」（diaspora）を加速したが、結果的には彼らの国際事業網を

拡大強化する方向に作用した。宗教的迫害によりイベリア半島を追われた15世

紀末以降のユダヤ人、サファヴィー朝国王の強制移住政策により郷里を離れた

17世紀初頭以後のア／レメニア人の事例とよく似た現象が、 19世紀前半の東地中

海に発生したのである。

ロドカナキ家の場合は、この「離散jの影響を示す一例である。 1780年以降

のリヴォルノでは、彼らはパオロ・ロドカナキ商会、コスタキ（Costachi)、ぺト

ロコキノ＆ロドカナキ社、およびペトロコキノ＆ロドカナキ社の商号で現われ、

合計12枚の手形支払人になっている。振出入は、ホメロ系商社を含めて全員が

イズミル在住のギリシア商人である。また19世紀初頭のイズミルでは、デメト

リオ・ロドカナキ商会およびフランギアディ（Frangiadi)＆ロドカナキ社が屈指

の商社に数えられた了しかしプラッサカキ家やペトロコキノ家の場合とは異

なり、ロドカナキ家の人々がマルセイユに移住し始めるのは1822年の虐殺事件

の直後からである。その中心人物エマヌエレ＝パオロおよびステプアノが設立

したロドカナキ息子商会は、間もなく黒海貿易の拡大に成功し、 1830年代には

ロシア産「オデッサ」小麦の輸入貿易の分野でマルセイユ最大の商社に成長し

た。兄のエマヌエレは1833年にフランスに帰化し、一団の船舶に加えて、マル

セイユ市内に数々の不動産を所有した。 18世紀末のリヴォルノに話題を戻せ

ば、このロドカナキ系商社にゲオルギオ・コスタキ＆息子社、ヨアンニ・アJレ

ギリ（＆）ヴレツト（GioanniArgiri Vretto）および前出のピエトロ・ラッリ商会

を加えると合計18枚を数え、リヴォルノ宛手形の32%がギリシア商人宛に振出

された計算になる。アムステルダムの場合ほど支配的ではないが、イズミル＝

リヴォルノ聞の振出経路においてもギリシア商人の役割は重要である。

以上に列挙した人名に加えて、手形振出人リストの中にコンスタンティ・ス

キリッジ商会（Constanti Schilizzi et ci•）およびスカナヴィ・ノfッテラキ＆ス

キリッジ兄弟社（ScanaviPatterachi et fr色resSchilizzi）の商号で散見されるス
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キリッジ一族の名前を引用すれば、イズミルからの振出経路に出現する重要な

ギリシア商人の人物誌をほぽ網羅したことになるだろう。前出のぺトロコキノ

家およびアルゲンティ家と並んで、、スキリッジ家はキオス島の「五大貴族Jの

家門であり、その祖先は遠くビザンツ帝国の時代にさかのぼる。 18世紀末以降、

一族は他の多くのキオス商人家系と類似の展開過程をたどるが、むしろ彼らの

事例を通じて強調すべき点は、キオス島やイズミルのギリシア商人家系が、事

業上の協力関係に留まらず、しばしば婚姻関係によって相互に結びついていた

事実である。例えば1803年にマルセイユに移住し、イズミルから輸出されるト

ルコ産綿花の貿易に従事したピエトロ・ホメリディ・スキリッジは、その名が

示すようにホメロ家の娘ソ’エ（Zoe）を母としてイズミルで生まれた。それゆえ

同じくマルセイユに移住したテオドロ・ホメロとは親戚の関係にある。また同

じ頃アレクサンドリアに居住したエマヌエレ・スキリッジの妻は、パンタレオ

ン・アルゲンティの妹だった。そしてマルセイユに移住したニッコロ・プラッ

サカキの妻は、カテリーナ・スキリッジである；1119世紀初頭の現実はおそらく

18世紀以前からの伝統であり、もしも家系相互間の婚姻関係を完全に再構成す

ることができれば、以上に引用したキオス島とイズミルのギリシア商人家族の

大部分は、おそらく星雲のように揮然一体となった相貌を呈するに違いない。

これらの人々を含めて、イズミル在住の振出人総計125名のうち確実にギリシ

ア人と見倣されるのは最低45名（36%）、おそらくは57名（46%）を数え、彼らが

101枚ないし116枚（全体の34～39%）の手形を発行している。すなわちギリシア

人は、人数の点でフランス人を上回り、手形数の観点から見ても彼らと括抗す

る。この両者で手形総数の約7割を供給した計算になるので、イズミルの為替

市場は、ルー商会の現地代理商にとって、主にフランス人とギリシア人の振出

す手形の買取市場だったと考えてよい。

その他の「外国人」の中で比較的よく現われるのはオランダ人であり、イズ

ミル＝アムステルダム振出経路でギリシア商人が支配的役割を演じたのに対し

て、ロッテルダム宛手形についてはオランダ商人の比重が大きくなる。図表18

は、このイズミルニロッテルダム振出経路に出現する代表的なオランダ商人の
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事例を示す。⑤のダヴィド・ファン・レネツプ＆（ウイレム・）エンスリー社は、

当時のイズミルで最大のオランダ人商社であり、その事業は商品取引よりも貨

幣取引と為替業務に重点を置き、典型的な「商人＝銀行業者Jの実例を与えて

いる。 1770年代には、同社とトーマス・デ・フォーへ1レ商会（Thomasde 

Vogel et C勺の二社が、イズミル＝オランダ貿易の約半分を実行し、ギリシア

商人が残りの半分を運営していたと言われる。｝同社の振出した手形は10枚あ

るが、そのうち 7枚がロッテルダムのファン・レネップ＆息子社宛であり、残

りはジェノヴァ（ジュゼッペ＝アンドレア・パンサ商会など）およびリヴォルノ

（オットー・フランク商会）の取引先宛である。すなわち親族の経営する関係会

社への手形発行が中心になっている。

これに対して⑥のギヨーム・フーティング商会は、「独立自営」の企業の一例

を示し、特定の本国商人の代理商にはならずに自由な取引を営み、フランス商

人とも密接な関係にあった？）同商会の残した手形のうち 4枚はロッテルダム

のデ・フォーへル兄弟社とエスティエンヌ・スエルモント＆息子社に、他の2

枚がアムステルダムのヨハネス・メネフェン他の取引先に宛てて振出されてい

る。総じてロッテルダム在住の支払人はすべてオランダ人であり、その中では

デ・フォーへル兄弟社（14例）とファン・レネップ＆息子社（ 8例）の出現頻度が

高く、両者だけで約8割の手形に関与している。ただし後者がもっぱら親族会

社聞の業務に関わるのに対して、前者は主としてギリシア商人の振出す手形の

支払人になっている。

同様の事態は、イタリア宛の手形振出経路についても観察される。リヴ、オル

ノのジョヴァンニ＝カルロ・ジエーラ、後にジョヴァンニ＝カルロ・ジエーラ＆

息子社、およびジェノヴァのフランチェスコ＝エマリア・ジエーラ＆息子社は、

合計17枚の手形支払人として現われ、ギリシア人のロドカナキ系商社と並んで

最も出現頻度が高い。しかしジエーラ一族がおそらく「純粋な」イタリア人で

あるとしても、彼らを支払人に指名したイズミル在住の手形振出人の中では、

親族であるジョヴァンニ＝カルロ・ジエーラ息子商会に加えて、クルムシ系商

社を筆頭とするギリシア商人がかなりの割合を占める。研究の現段階では、オー
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ストリア宛手形の支払人リストに含まれるギリシア商人の人数を算出すること

はむずかしい。トリエステ宛およびウィーン宛に振出された29枚の手形は、 16

名の支払人の聞に分散しているが、そのうちで確実にギリシア人と見倣される

のは、前出のデメトリオ・カルキオティとゲオルギオ・カキコプツロ商会を含

む5名（31%）である。しかし調査が進めば、この人数は10名（63%）以上にまで

増える可能性がある。不確実さを残すひとつの理由は、トリエステとウィーン

に移住したギリシア人の多くが、キオス島出身の貴族のような有力な商人家系

ではなく、主にモレア（ペロポネソス半島）、次いでマケドニアやイオニア諸島

の比較的質素な家系の出身だったからである。デメトリオ・カルキオティの場

合がその一例であり、彼は1775年にモレアからトリエステに移住し、まず同郷

人の通訳と船食の供給の仕事から始めて、やがて船荷受託業者になり、最後に

はレヴァント貿易商人として巨額の財産を築いた。

それゆえ手形振出経路のプロソポグラフィがほとんど無限の作業を要求し、

常にある程度の不確定要素を残すとしても、そこでギリシア商人の演じた枢要

な役割についてはもはや疑問の余地がない。 1790年6月に、イズミ／レの代理商

クジネリ兄弟社がルー商会に書き送った手紙は、この間の事情をよく伝えてい

る。「最近のマルセイユ宛手形は281/2%の為替レートで取引きれました。優良

な署名を選べば、これが最もあなた様の利益にかなう手形であろうと思います。

その他の市場宛については、どうしてもギリシア人の手形を買取らなければな

りませんが、今日では信頼に値する商社はほとんどありません。大多数の商社

に対する信用は完全に中断され、本当に財力のある商社だけが、その安定性を

誇っているのです」。｝ギリシア人商社に対する信用の問題を別にすれば、イズミ

ルの為替市場における基本的選択の範囲は、この上もなく明快に述べられてい

る。

V.解釈と考察の試み

以上に実行した一連のデータ分析の成果を総括し、一度分離した引渡経路と
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振出経路とを再び接続させたのが図表19である。ここにはこ種類の手形流通回

路が認められる。図の内側はイズミルとイスタンプル（またはプルサ）を起点と

してマルセイユに到達する回路であり、振出側・引渡側の双方ともにフランス

商人の取引網を構成し、両者の聞に大きな議離は存在せず、部分的には錯綜し

ている。これに対して図の外側は、主にイズミルを起点としてヨーロツパ諸都

市に広がる国際的な回路を表す。そこでは振出側と引渡側とが講離し、後者は

Jレー商会の取引先であるレヴァント在住のプランス人代理商、およびヨーロツ

パ各地の商人＝銀行業者を両翼として成立するが、前者はイズミルを拠点、にア

ムステルダム、リヴォルノ、トリエステ、ウィーンに広がるギリシア商人のネッ

トワーク、イズミルとロッテルダムを結ぶオランダ商人の事業組織、リヴォル

ノとジェノヴァに拠点を置くイタリア商人の取引網などから構成される。

ただしこの図に含まれる未検討の要素はレヴァント在住の受取人であり、そ

の分析を補って為替手形のプロソポグラフィを完成する必要がある。前述のよ

うに、一部の手形は始めから裏書を前提にして、イズミノレまたはイスタンプル

の取引先を受取人に指定する（図表4）。受取人がイズミルに所在する手形は51

枚あり、そのうち l枚を除くすべてが同じイズミルで振出されている。これに

対して受取人がイスタンプルに所在する手形は85枚を数えるが、そのうち27枚

だけがイスタンフ。ルで振出され、他の大部分（48枚）はイズミルで発行されてい

る。イスタンフ。ルで振出されるマルセイユ宛手形が、ルー商会の現地代理商を

受取人に指名する事例については、すでに検討ずみである。（図表12－①②③一

(b））。またプJレサのオゼ系商社の振出した手形は、イスタンプル在住のステファ

ニ・ステファノ（StefanyStefano）を受取人に指名し、後者がこれに裏書してグ

ルデス、クレスパン商会に譲渡する（図表14一②、 12一③一（d））。この場合には、

たとえステファノがイタリア人であっても、基本的にフランス商業回路の内部

に留まっている。

しかしイズミルで振出されるヨーロッパ宛手形の受取人リストは、若干の新

しい人名とともに、レヴァント市場内部の取引関係について情報を与える。イ

スタンプル在住の受取人として比較的よく現われる人名は、まず、前出のパオ
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ロ・マヴロゴルダト商会（ 6例）であり、同商会は主にクルムシ‘＆パルタッジ社

の提出した手形をジャン＝アンドレ・アンリ商会に売却している（図表16一①、

12 ①一（c））。次にニコラ・ロラン商会（ 7例）はフランス人商社であるが、イズ

ミルのロラン息子などを通じてギリシア人の手形を受取り、アンリ・ダヴィド

商会に裏書譲渡している（図表12一②一（d））。最後にオランダ系商社ヒュプス＆

ティモニ(Hubschet Timoni : 6例）は、ダヴィド・ファン・レネツプ＆エンス

リー社の手形に裏書し、ジャン＝アンドレ・アンリ商会に譲渡する（図表18 ⑤、

12一①ー（d））。他方イズミル在住の受取人としては、前出のヨアンニス・マヴロ

ゴノレダト、ヨアンニス・アナスタッシ商会およびアンドレア・カッパリ、スト

ラッティ・マヴロゴルダト商会（AndreaCappari, Stratti Mavrogordato et Ce) 

の名で現われるマヴロゴ／レダト系商社の頻度が高い（ 7例）。彼らは雑多な手形

を買取り、イズミルのフランス人代理商に売却している。残りは多数の受取人

の聞に分散しており、その中では前出のプラッサカキ＆アヴイエリノ社、カジ・

タノ・アレッサンドロ（ChaziThano Alessandro）、ジョヴァンニ＝カlレロ・ジ

エーラ息子商会、ルベン・フランケッティ（RubenFranchetti）の名がそれぞ

れ3度ずつ現われる。前二者はギリシア人商社であり、手形の振出人もすべて

ギリシア人である。ジエーラ一族についてはすでに触れたが、最後のルベン・

フランケッティはおそらくリヴォルノ出身のユダヤ高人であり、取引関係のあ

るルー商会に手形を裏書譲渡している。この最後の一例を除けば、以上に列挙

した受取人はいずれも裏書の行為を通じてlレー商会の現地代理商に手形を売却

するので、実際の為替市場では振出入と同じく手形供給者として現われる。そ

れゆえこの観点から眺めれば、手形供給者としてのマヴロゴルダト系商社の役

割は一層大きなものになる。

レヴアント市場とヨーロッパ諸都市を結ぶ手形流通回路の構造、およびそこ

に配置された多様な人物群の分析は、さしあたり以上で充分であろう。残され

た課題は、この一連の資金の移動が何を意味するか、言い換えれば為替手形の

取組・流通とヨーロッパ＝レヴ、アント貿易との聞に、どのような内的関連が存

在するかを考察することにある。この場合にも振出手形と引渡手形の区別が有
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効であり、そこからもう一つの概念的区別が派生する。すなわち振出人（または

裏書人）と買取人との間で行なわれる手形売買は、第三者宛の請求権の売買を意

味し、為替手形は金融の手段として機能する。これに対して振出人と支払人と

の問、および買取人と受取人（または譲受人）との間では、為替手形はそれぞれ

商取引の決済手段として現われる。なぜならば振出手形は按出入の支払人に対

する債権の回収に用いられ、引渡手形は買取人の受取人に対する債務の弁済を

目的とするからである。

(A）引渡手形。ルー商会のポートフォリオに含まれるレヴアント関連手形の圧

倒的多数は、イズミルとイスタンプノレのフランス人代理商からルー商会に引渡

された手形であり、これは前者が後者に対する恒常的な債務を負っていたこと

を意味する。それゆえ解明すべき問題は、この債務を発生させる国際商業のメ

カニズムである。

まずイスタンプルの場合には、この債務は伝統的な貿易収支の不均衡から生

じる。官僚・軍人・聖職者など多数の「非生産的j人口を抱えるオスマン帝国

の首都は、高級毛織物を筆頭とするヨーロツパ商品の大消費市場だ、ったが、こ

の都市と周辺地域では輸出向けの商品がほとんど生産されず、ヨーロッパ諸国

に対する慢性的な輸入超過の状態にあった。それゆえイスタンプル在住の外国

商人にとって永続的な問題は、販売商品の売上金をいかにして本国に送還する

かに関わっていた。そして余剰資金の運用を求めて、彼らは必然的に為替業務

または銀行業務を営むようになる。17世紀から広く行われた運用は、他のレヴァ

ント市場に対する資金供給であり、それには通常イズミルやアレツポに居住す

るヨーロッパ商人が、ペルシア産生糸などの輸出用商品を現地で購入するため

に、イスタンプル在住の商人に宛てて為替手形を振出す方法が用いられた。こ

の手形を買取るのはオスマン帝国の地方行政官または徴税請負人であり、彼ら

はそれをスルタンの金庫に納入すべき租税収益の送金手段に用いた。こうして

為替を媒介とする国際商業と国家財政との椙互依存関係が形成され、イスタン

ブノレの売上金は他の諸都市から輸出される商品の形で本国に送還されたのであ
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る（図表20）。この決済方法は18世紀を通じて存続し、ペルシア隊商の衰退に伴

う貿易構造の変化にもかかわらず、フランス商人の聞で広く肩いられた。しか

し世紀後半にイスタンフツレが国際的貨幣市場として成長するにつれて、フラン

ス商人はより直接的な決済方法、すなわちマルセイユ宛または他のヨーロッパ

諸都市宛の為替手形を買取り、それをマルセイユ商人に送付する方法を頻繁に

用いるようになる。アメリカ独立戦争前後の時期に、ジャン＝アンドレ・アン

リ商会やアンリ・ダヴィド商会が行なった活発な為替取引は、その典型的な実

例を示している。

これとは反対に、イズミルにおける伝統的な貿易構造は、フランスを含むヨー

ロッパ諸国に対する輸出超過を基盤として成立した。たしかに18世紀のイズミ

ルは、フランス製毛織物やアメリカ植民地物産のためにレヴァント最大の販路

を提供した。しかしペルシア産生糸貿易が衰退した後にも、イズミルはアナト

リア産の綿花、綿糸、山羊毛糸、略蛇毛、茜根などの輸出市場として繁栄し、

貿易収支はレヴアント側の恒常的な黒字になったのである。それゆえこの都市

のフランス人代理商は、むしろマルセイユ商人に対して債権をもっ傾向にあり、

引渡手形を送付する必要は少なかった。ルー商会の場合にも、 1785年以前に関

与した手形数は相対的に少なく（91枚）、しかもその一部は同商会に対する振出

手形だった。一例を挙げれば、当時lレー商会の親密な取引先だったカイヨル商

会は、イズミルからの輸出商品の代金を取り立てるために、時にはイスタンプ

ルのジャン＝アンドレ・アンリ商会宛に、時には直接ルー商会宛に為替手形を

振出している。

この貿易構造を根本的に変化させたのが、フランス革命前夜の数年間に驚異

的な成長をとげた貨幣貿易と為替投機である。地中海商業における貨幣の大量

輸送は、序論にも述べたように、それ自体として新しい現象ではない。しかし

18世紀末に発展する国際的投機の特徴は、第一にマルセイユからの輸出に先

立って、スペイン・ピアストル銀貨がオーストリア・ターレル銀貨に改造され

たこと、第二にレヴァントに輸送された貨幣は商品購入にではなく、一種の為

替裁定取引に用いられ、その売却代金は為替手形でマルセイユに送還されたこ

-15-



とである。女帝マリアェテレジアの肖像を刻んだターレル銀貨は、早くも世紀

中葉からオスマン帝国内部に浸透し、七年戦争後にはマルセイユ商人やリヴオ

ルノ商人が最初の輸出を試みた。しかし第一次ロシア＝トルコ戦争（1768-1774

年）とアメリカ独立戦争の時期には輸送がしばらく中断されたようであり、その

本格的発展はヴェルサイユ条約以後に開始する。カイヨル商会の書簡が証言す

るように、ルー商会は1786年頃を境に商品貿易を部分的に放棄し、貨幣貿易に

重点を移行させた。

ルビュファとクルデュリエの研究に基づいて、この事業のメカニズムを再構

成すれば次のようになる。まずカディスからパリに至る各地の取引先の委託勘

定または分配勘定によって、ルー商会はピアストル銀貨を海路または内陸路経

由で調達する。同商会はその一部をマルセイユ市場で、売却し、またはパリの取

引先に転送するが、他の一部をリヨンとストラスプール経由でオーストリアの

ギュンツプルク（Giinzburg）造幣所に、またはジェノヴァ経由で同じくオースト

リア領内のミラノ造幣所に送らせる。ピアストル銀貨はそこでターレル銀貨に

改造され、再び同じ経路でマルセイユに返送される。ルー商会は受取った貨幣

の約半分をその場で売却し、残りの半分をレヴアントに輸出する。主要な輸出

市場はイズミルであり、ターレル銀貨の大部分（約9割）を吸収する。残りの部

分は、ほぽ同量のピアスト／レ銀貨とともにイスタンプルに輸出される。このよ

うな不均衡が生じた原因は、第ーにターレlレ銀貨が首都よりも地方で広く流遇

し、人気も高かったからであり、第こにスルタン政府がこの銀貨を造幣所に集

める目的で、首都での相場を低めに固定したからである。ともあれ1786 1790 

年の聞に、ルー商会が輸出したターレル銀貨の総量は100万枚を超え、これにピ

アストル銀貨を加えた合計金額は700万リーヴルにも達した。）

以上の一連の事業に参加した人物群を検討すれば、引渡手形に関わる問題は

ほぼ解明されることになる。まずマルセイユ＝ギュンツブルク聞の往復輸送に

ついては、リヨンの銀行業者クロード＝エメ・ヴァンサンが主要な共同事業者

であり、ターレル銀貨の売買はヴァンサンとルー商会の分配勘定、または前者

から後者への委託勘定で行なわれる。またマルセイユ＝ミラノ聞の往復輸送路
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では、ジェノヴァ商人ニツコロェイニャーツィオ・パッラヴィチーノ（Niccolo

Ignazio Pallavicino）を中継輸送業者として、ミラノの「御用銀行業者Jジュゼッ

ペ・タンツィおよびリヴォルノのウツィエッリ兄弟＆ダヴィド・アルキヴォル

ティ社がルー商会との分配勘定により事業に参加し、さらにジェノヴァのドミ

ニク（ドメニコ）・チェレジアも同じ条件で協力している。次にレヴァント向け

銀貨輸出と現地市場での販売に関しては、事業参加の形態はさまざまであり、

ルー商会は時にはヴァンサンの委託勘定で、時には同人との分配勘定で、また

時には自己勘定で銀貨を輸出し、イズミルの現地代理商ポリ、トルネジ商会、

エスカロン商会、マルタン＆ルプール社、ドニ・ロラン商会にその販売を委託

する。さらにルー商会は、レヴァントの代理商または取引先との分配勘定によ

る輸出をも営み、イズミルのカイヨル商会、ポリ、トルネジ商会、 lレベン・プ

ランケッティ、イスタンプルのジャン＝アンドレ・アンリ商会、グルデス、ク

レスパン商会、ペラン兄弟商会と協カしている。

多くの説明は不要であろう。引用したすべての人名は、手形譲受人として名

前の散見されるパッラヴィチーノを含めて、レヴァント＝マルセイユ間の手形

引渡経路とその譲渡経路とを完壁に再現し（図表11-13）、引渡手形が銀貨輸出

の代金決済および取引先聞の勘定清算に用いられた事実を証明する。すなわち

レヴアントの代理商はターレル銀貨を売って為替手形を購入し、これをルー商

会に送付して銀貨の代金を決済するが、ルー商会はこの手形の一部に裏書して

リヨン、ミラノ、リヴォルノなどの取引先に転送し、相互の勘定の清算に用い

るのである。こうして貨幣貿易のプロソポグラフィは引渡手形のそれに一致し、

世紀末におけるレヴアント関連手形の増加は、ルー商会による貨幣貿易の発展

を端的に証言する。

(B）振出手形。レヴアントの代理商からルー商会に引渡された手形は、現地の

フランス商人または「外国j商人が、マルセイユ宛またはその他のヨーロッパ

諸都市宛に振出した手形の一部であった。ここで次の区別に注意しなければな

らない。ルー商会とその現地代理商にとっては、ターレlレ銀貨の売上金を回収
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するために、マルセイユ宛手形とアムステルダム宛手形とのどちらを買取るか

の選択は、為替裁定取引の問題に属する。これに対して現地のフランス商人が

マルセイユ宛に、またはギリシア商人がアムステルダム宛に手形を振出す目的

は、それぞれの取引先に対する債権の回収にある。そこで最後に考察すべき問

題は、この債権を創出するもう一つの国際商業のメカニズムである。

しかしこの商業メカニズムの研究は、ただちに史料上の困難にぶつかる。す

でに繰り返し述べたように、一般に振出側と引渡側とは相互に別々の取引回路

を構成するので、振出人や支払人とルー商会との聞に取引はなく、したがって

彼らに関する直接の情報はルー商会文書には見出されないからである。同商会

のポートフォリオに保存された少数の振出通知を除けば、さしあたり有用な史

料は、レヴァントの代理商が同商会に送った書簡に含まれる間接的情報である。

それらはイズミノレからの多様な商品輸出、とりわけ世紀後半に急成長をとげた

綿花輸出の代金回収が、手形振出しの主要な目的だったことを証言する。例え

ば1777年11月にカイヨル商会がリヴォルノのジョヴァンニニカルロ・ジエーラ

に宛てた振出通知は、前者が後者宛に発送した茜根10袋の代金請求としてJレー

商会を受取人とする金額251ピアストル12ソノレディの手形を張出したことを知

らせる。またカイヨル商会はマルセイユのラティ兄弟社とも取引があり、彼ら

に宛てて山羊毛糸、赤色綿糸、轄舵毛などの商品を頻繁に輸出しており、）前者

が後者を支払人として援出した手形は、明らかにこれらの商品代金の決済に用

いられた（図表15一①）。そして1787年 2月にジャン＝パテイスト＝ベルナー

ル・ロボリがマルセイユのマジャストル兄弟商会に送った振出通知は、綿花10

相の輸出代金として、ルー商会を受取人とする金額2,200リーヴルの手形を提出

し、これをポリ、トルネジ商会に売却したと通知している（図表15一②）？｝

当時イズミルの主要な輸出商品が綿花であり、綿花市況が為替市場の動向を

決定したことについては多数の証言がある。またギリシア商人がこの輸出貿易

の一大部分を掌握していた事実についても、複数の証言が得られる。例えばイ

スタンプルのアンリ・ダヴィド商会は、ルー商会に宛てた1782年2月の書簡の

中で、「イズミルのギリシア人およびその他の外国人が、オランダ、イギリス、
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イタリア向けに大量の綿花を購入するので、貨幣が極端に不足し、手形が供給

過多になっています。われわれの同国人もまた、護送船団用の買付けは終わっ

たのに、依然として購入を続けています」と述べている。またカイヨル商会は

1785年3月に綿花相場の上昇を伝え、「きわめて有利な市況情報をオランダから

受取ったので、ギリシア人が最も大量に買付けています」と書いている。同様

にポリ、トルネジ商会は1787年5月に「現在まで市場に手形を供給したのは、

キリスト教世界全滅の市場に向けた綿花輸出でしたJと述べ、やや後に「ギリ

シア人商社が供給するオランダ宛手形」に言及し、綿花収穫後の12月には「綿

花が大量に輸出される期間だけ」安価な為替を利用できると助言する。最後に

ドニ・ロラン商会は1788年12月に綿花を「為替の体温計」と表現し、イズミル

市場の実態を適切に要約した。

同じくイスタンプル市場に供給される手形の大多数は、引用したアンリ・ダ

ヴィド商会の害簡が示唆するように、おそらくイズミルからの綿花輸出の代金

回収に関連する。イズミルで振出され、イスタンブール在住の受取人により裏書

されるヨーロッパ諸都市宛の手形については、ほとんど説明を要しない。イス

タンブル在住のフランス商人が、マルセイユ商人宛に手形を振出す理由につい

ても、理論的説明が可能である。ルー商会のように毛織物や植民地物産を大量

に輸出する商社は、イスタンプルに多額の債権を保有し、しかもこの資金をイ

ズミル貿易に投入する必要は比較的少ない。これに対して輸出部門には関心ま

たは能力を欠き、むしろレヴアント商品の輸入に重点を置く多くのマルセイユ

商人の場合には、イスタンプルの資金でイズミル市場での商品購入をまかなう

ことは困難である。それゆえイズミルの代理商がイスタンプルの代理商宛に振

出した手形の支払金額の少なくとも一部は、この後者がマルセイユ商人宛に振

出す第二の手形によって請求されることになる。イスタンプルで振出された手

形が、むしろ1785年以前に多く見出される（66枚）事実も、以上の文脈から理解

される。ターレ／レ銀貨輸出が増加し、イズミルの貨幣市場が発達するにつれて、

この都市のフランス商人がイスタンプルの資金に依存する必要性は、相対的に

低下するからである。
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それゆえ手形支払人の所在地が、レヴアント産綿花の主要な輸出先に一致す

るのは当然である。イズミルに集荷されるアナトリア産綿花の一部は、フラン

ス商人の手でマルセイユに輸出され、そこから北フランスの繊維工業都市ルア

ンに向けて再移出された。他の一部は、テサロニキに集荷されるマケドニア産

綿花とともに、トリエステ、ヴェネツィア、リヴDオルノ、ジェノヴァ、アムス

テルダムに向けて輸出きれ、それらの港からアルプスを越えて、またはライン

河を遡行してドイツとスイスの綿工業地帯に供給された。ただしマケドニア産

綿花の大部分は、テサロニキからベオグラードに至る内陸路で輸出され、さら

にドナウ河を遡行してウィーンに到着する。それはアドリア海とトリヱステ経

由で輸送された綿花と同様に、ライプツィヒを筆頭とするドイツとスイスの諸

都市に向けて再輸出される。｝要するにマルセイユ、アムステルダム、リヴオル

ノ、トリエステ、ウィーンなどは、いずれもレヴァント産綿花の大中継市場で

あり、これらの都市に居住する手形支払人は、主にこの商品を取り扱う貿易商

人だった。特にギリシア商人の場合がそうであり、 18世紀中葉以降、彼らは

ウィーンを中継市場とする綿花貿易を独占し、オーストリア国際商業の大部分

を掌握することに成功した。また世紀末にマルセイユに進出を開始したギリ

シア商人も、主として綿花貿易に従事していた。そして前述のように、彼らの

多くが19世紀にもトルコ産綿花やロシア産小麦などの貿易を営んだ事実は、彼

らが為替取引に専門化した銀行業者ではなく、商品取引を優先する貿易商人

だったことを証明する。

こうして直接的史料の不足にもかかわらず、振出手形が主に綿花輪出の代金

回収に用いられたことは疑いない。それゆえ振出手形のネットワークは、いわ

ゆる産業革命の前夜において、勃興期のヨーロッパ綿工業に原料を供給する輸

送網であり、オスマン帝国から放射状に拡大しつつある「離散」のギリシア商

人の国際組織が、その中核部分を構成する。ルー商会の営む貨幣貿易は、この

商品貿易と密接な相互依存関係にあり、両者は一体になって18世紀末の世界経

済の転換を促したのである（図表21）。
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結論

データの解析と考察とを締めくくるに当って、利用した史料の限定的性格に

ついて再び強調する必要がある。なぜならばルー商会のポートフォリオは、特

定の事業方針に基づいて実行された選択と投機の結果であり、必ずしもレヴア

ント為替市場の忠実な反映ではないからである。一例を挙げれば、ルー商会の

貨幣輸出と為替取引はイズミルとイスタンブルに集中し、 18世紀後半におげる

フランス＝レヴァント貿易の集中傾向を代表するが、しかしこれを直ちにヨー

ロッパ商業全体の傾向と見倣すことはできない。とりわけテサロニキはイズミ

ルと並ぶ綿花取引市場であり、同時にヨーロッパ宛手形の供給市場でトもあった

が、この都市で振出された手形はルー商会文書にはほとんど見出されない。お

そらくその理由は、マケドニア産綿花の品質がフランス紡績業の技術に適合し

なかったので、フランス商人の取引量は相対的に少なく、 lレー商会もこの市場

に多くを期待しなかったのである。もう一例を挙げれば、ロンドンを支払地と

する手形が極端に少ない事実は、イズミル市場におけるイギリス商業の不在を

意味するわけではない。アンリ・ダヴィド商会の書簡も言及するように、イギ

リスはレヴァント産綿花の重要な販路であり、また手形の主要な支払地のひと

つでもあった。それがルー商会のポートフォリオ中に見出されないのは、おそ

らく同商会とロンドン実業界との関係が比較的稀薄だったからであろう。

以上の留保を別にすれば、レヴァント為替市場の基本的メカニズムは明らか

であり、本稿の分析はこの点で、ルピュアア、クルデュリエ、エルデムの諸研究

を補完する。すなわちイズミルとイスタンプルの外国為替相場は、ターレル銀

貨やピアストル銀貨の流入によって上昇し、綿花の収穫と輸出によって下降す

る。これらの経済的要因に加えて、オスマン帝国の政治的事情も作用する。と

りわけ戦争は直ちに財政を圧迫し、国家による貨幣の調達が強行されるので、

貨幣流通量は減少し、為替相場は下落する。またこれとは反対に、スルタン政

府が巨額の賠償金や援助金を支払うことを余儀なくされた場合には、ぞれらを

送金するためにヨーロッパ宛手形を大量に買取るので、為替相場は高騰する。
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第一次ロシア＝トルコ戦争終結後のロシアに対する賠償金、第二次ロシア＝ト

ルコ戦争（1787-1792年）勃発直後のスウェーデンに対する援助金の支払いがそ

の例である。

ただしこれまで充分に論じられなかった問題のひとつは、商品貿易と貨幣貿

易の国際的な相互依存関係である。前述の諾研究は、振出手形と引渡手形との

区別を考慮せず、事業の主観的側面であるルー商会の貨幣投機と為替裁定取引

にのみ着目した。しかし客観的側面すなわち振出側から見れば、それはヨーロツ

パ諸国へのレヴァント商品輸出のために貨幣を供給する役割を演じ、為替手形

は文字通り国際金融の手段として機能した。さらにこの貨幣供給が、商品輸出

を媒介にして、オスマン帝国財政を間接的に支える役目を果たした点をも考慮

するならば、ルー商会の事業の歴史的意義は、フランス国民経済や二国間貿易

収支の次元ではなく、ヨーロツパ全域とオスマン帝国とを包括する多面的な経

済関係の文脈で理解される必要がある。

為替手形の人物誌研究は、一方でルー商会の取引網を再構成し、他方では特

にギリシア商人の国際ネットワークを浮かび上がらせた。前者はある程度まで

従来の諸研究から予想された結果であり、研究の意義はその確認にある。これ

に対して後者は予想外の発見であり、まだ充分に解明されていない現象につい

て、ルー商会文書が貴重な情報源になりうることを証明する。古来のイスラム

法で「ジンミーJ(zimmt）、オスマン帝国では特に「ミッレト」（millet）の名で

呼ばれた非ムスリム集団が、レヴァント貿易の分野で重要な役割を演じたこと

は一般に知られている。彼らの中で17世紀に黄金時代を築いたのはアルメニア

商人であり、アジアとヨーロッパに跨がる彼らの商業活動は、ベルシア産生糸

の輸出を原動力として発展した：｝これに対して、本稿の分析から明らかなよう

に、ギリシア商人はレヴァント産綿花の輸出貿易を原動力にして、 18世紀末か

ら急速に台頭する。ただし当時のマルセイユが彼らの商業網に含まれなかった

のは、この自称「自由港Jが外国商人の貿易に20%税を適用し、彼らの参加を

排除したからである。この制度は1781年に一度廃止されたが、 1785年に再建さ

れ、その後も数回の曲折を経て、ょうやく 1815年に最終的に廃止される。ギリ
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シア商人のマルセイユ進出はそれ以降に本格化し、この新たな拠点を跳躍台に

して、彼らの貿易活動は19世紀後半にその繁栄の絶頂に達する。

ギリシア商人の国際的台頭または「へレニツク・インターナショナルjの形

成は、地中海貿易の相貌を変化させたばかりでなく、やがてギリシア独立運動

の発生と展開に決定的な影響を及ぼした。なぜならばイスタンプルの「ファナ

リオットJ(Phanariotes）がオスマン帝国内部の特権的貴族層を構成し、むしろ

保守的な政治思想に傾いたのに対して、キオス島とイズミルを拠点、とする新興

の商業プルジョワジーは、進出先の西ヨーロツパ諸国でフランス革命を始めと

する政治的・思想的激動を体験し、その影響下にギリシア文化復興と政治的独

立を目指す革命的運動を創出するからである：）こうしてウイ←ンでは富裕な

ギリシア商人の資金援助を受付て早くから政治結社が組織され、また1811年以

降のキオス島では、前述のロドカナキ家やラッリ家を筆頭とする在外ギリシア

商人の支援によって教育・文化施設が整備された。さらに1809年にパリで設立

され、独立運動の先駆的拠点になった秘密結社「ギリシア語会館」（HotelHe!-

Jeno phone）にはピエトロ・ホメリディ・スキリッジ、テオドロ・プラッサカキ

その他のキオス島出身の商人が加入し、同様に1814年にオデッサで創設された

秘密結社「フィリキ・へタイリア」（PhilikiHetairia）にはスキリッジと彼の親

戚テオドロ・ホメロが加入する。そして独立戦争勃発以後のマルセイユでは、

スキリッジ、ホメ口、プラッサカキが、パンタレオン・アルゲンティやミケー

レ・ペトロコキノと並んで、義勇兵受け入れと海上輸送に中心的役割を演じ

る。要するに地中海貿易における「へレニック・インターナショナノレjの台頭

は、ギリシア独立運動を直接に準備し、それを推進した。この観点から見れば、

レヴァント産綿花はヨーロッパ産業革命に貢献したばかりでなく、ウィーン体

制の反動的秩序を破壊する起爆剤にもなったのである。
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関連図表

図表14：イスタンフ．ル（およびブルサ）からの手形振出経路

振出人＝①LazareDalmas et Ce 
J.-A. Henry et Ce 
Lasale, Ricoulphe et Ce 
Pietro Vassalo freres et fils 

(14十9十7+ 7 = 37'f?IJ) 

1 支払人＝ Frarn;;ois Auzet 

Jean-Joachim Surian fils cadet 

Joseph-Fran(:ois Majastre 

Lafl邑che,Raffinesq田 etc・ 
他多数（マルセイユ）

fr色resMouttel 

（トゥロン）

Antonio Francesco Salucci et fils 

（りヴォJレノ）

②Auzet fr邑reset Pasture! 

Auzet fr邑res,Pasture! et David 

Fran巴oisAuzet, Aries et C" 
(11例）｜

Frarn;;ois Auzet 

Reynaud fr邑res他

（マルセイユ）

図表15：イズミ Jレからのフランス宛手形振出経路

振出人＝①Garavaqueet Cusson 

Cailhol, Cusson et C" 
Cailhol et C" 
Martin et Reboul 

Porry, Tornezy et c• 
(34+ 11 +71臼例）

支払人＝ I Roux fr吾res I 
Guillaume Rouvier et V au tray 

Latil fr色res

Jean-Jacques Kick 

Etienne Martin 

他多数（マルセイユ）
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②A. Chabaud et C" 
Victor, Michel et c• 
Jean-Baptiste-Bernard Roboly 

Nicolas-Blaise Dragalizza 

(7+6+6+6=25例）

:1: Pallard, Lullin, Charton et C" 
Chanard et c• 
Majastre fr吾reset c・ 
J oseph-Frarn;ois Majastre他

（マルセイユ）

Giovanni Cambiaso di Domenico 

（リヴォルノ）



図表16：イズミルからのヨーロッパ宛手形振出経路 (1)

振出人＝①Curmusiet Baltazzi ②E. Mavrogordato et Diamandi Petrici 
Curmusi, Baltazzi et C0 Gio. Mavrogordato, Gio. Anastassi 
Curmusi, Baltazzi, Perachi et (!• 
et Ce Mavrogordato, Isaia et Cie 

Curmusi, Perachi et c• Roidi, Mavrogordato et c• 
Demetrio Curmusi, Nicola Michele Mavrogordato 
Panayoti et Ce Paolo di C. Mavrogordato 
Michell巴Curmusi(et (!•) Stratti Niccolo Mavrogordato et C" 
Stefano Curmusi Paolo Mavrogordato et C" 
(32例）↓ (19例）↓

支払人＝ Tomasachi et Ce他 Stefano d'Isay et Ce 
（アムステルダム） Michele Faliero et C" 

Hartogt, Spykerman et Ce Stamati Petro et Ce 
（ロッテルダム） （アムステlレダム）

Gabriello di Salvadore 
Giovanni Carlo Giera他

（リヴォルノ）

Francesco Maria Giera et fils 
（ジェノヴァ）

Georgio Cacichopullo et c• 
（トリエステ）

Demetrio di Giovanni et C" 
（トリエステ）

frをresEconomo et Ce 
（ウィーン）

図表17：イズミルからのヨーロッパ宛手形振出経路（ 2) 
振出人＝＠Ralli,Psicha et Ce ④Georgio Homero 

Ralli, Petrocochino, Thoma et Ce Gio. Homero fils et Ce 
fr邑resRalli et Ce ( 6例） I 

Michelle Ralli et Ce I 
Demetrio Theodora et fr邑resRalli I 
( 7例）↓↓

支払人＝ Stefano d’Isay et Ce他

（アムステルダム）

frをresDe Vogel 
（ロッテルダム）

Paolo Rodocanachi et c• 
（リヴォルノ）

Demetrio Carcioti 
（トリエステ）
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図表18：イズミルからのヨーロッパ宛手形振出経路（ 3) 

振出入＝＠Davidvan Lennep et Enslie @ Guill. Hoeting et c• 
(10例） l ( 6例） l 

支払人＝ Van Lennep et fils 

（ロッテルダム）

foをresDe Vogel 

Estienne Suermondt et fils 

（ロッテルダム）Giuseppe Andrea Bansa et Cie他

（ジェノヴァ）

Otto Frank et Ce 
（リヴォルノ）

Johannes Meneven他

（アムステルダム）

図表19：ルー商会とレヴァント＝ヨーロッパ手形流通回路

く振出手形〉 く引渡手形〉

振出人ニギリシア商人 フランス商人ー→買取人ニフランス商人

（イズミル） オランダ商人他 ｜ 付ズミレ） ノ
＼＼  受取人＝ギリシア商人他

（イズミル／イスタンプル）＼、
振出人＝フランス商人一→買取人／受取人／譲受人＝フランス商人I ，イ プ） l ｜＼（イタプ） l l 
支払人＝フランス商人←受取人／譲受人＝QG冨 l
M ユ）（一） l I 

支払人＝ギリシア商人 譲受人ニルー商会の取引先

（ヨーロッパ） オランダ商人 ‘一一一一 （ヨーロ：：， ,~) 

イタリア商人他 受取人＝ダヴィド・キュニ

（アムステルダム）
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図表20：イスタンプル商業の伝統的な決済メカニズム

｛イズミル／アレッポ〕

〔ヨーロツノf〕

｛イスタンプル）

く振出手形〉 （手形） く引渡手形〉

振出人＝ヨーロッパ商人一→ 買取人＝ オスマン帝国の
t I ←一 地方行政官・徴税請負人

（生糸）｜｜（貨幣） （貨幣）

（生糸）↓ ペルシア隊商

本国の貿易商人

（毛織物） 1 
支払人＝ヨーロッパ商人

（毛織物）1 r （貨幣）

地元商人

［（税収送金）

スルタン金庫

（手形）
‘－問問問
ー→受取人工

（貨幣） 中央財務官

図表21：ルー商会と18世紀末イズミル商業の決済メカニズム

〔イズミル〕

（綿花）

｛ヨーロッパ〕

く振出手形〉 く引渡手形〉

（手形）

ーロツパ商人一→
振出人＝ 買取人＝フランス商人

ギリシア商人 ←－  

T I （貨幣）
（綿花）｜｜（貨幣）

地元商人・生産者
（貨幣）｜｜（手形）

（手形）

支払人コヨーロツパ商人一受取人／譲受人＝巨盟
ギリシア商人 ー→譲受人＝ルー商会の取引先

（支払）
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